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論文投稿への道

◦ということなので，
◦論文を投稿した経験がない（あるいは，まだとても少ない）方

◦先端的なサービスを試行錯誤しながら使いこなすのが楽しい!!

というわけでもない方

を想定して「誰でもできる」範囲のことをお話しします．
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オープンサイエンス

◦科学研究をより開かれた活動へと変革していく運動
◦より多くの人々がアクセスできる

◦より多くの人々が協力する

◦より多くの人々を巻き込む

◦より多くの人々から信頼されるものにする

◦インターネットの普及と密接に関連

◦あらゆる人々をオープンな場で結びつけうるオープンな（仕様
がすべて公開されている）ICTとの出会いが，科学のオープン化
を加速させている
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オープンサイエンスの構成要素
（武田, 2018）

◦オープンアクセス

◦オープンデータ

◦データ中心科学 Data centric science

◦市民科学 Citizen science
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オープンサイエンスの構成要素
（武田, 2018）

◦オープンアクセス
◦ インターネット上で論文などの学術情報を誰でも無償で自由に
利用できるようにすること

◦学術雑誌/個人による実践

◦オープンデータ
◦相互運用性を重視したデジタルデータの活用促進

◦利用できる＋アクセスできる，再利用と再配布ができる，誰で
も使える

◦データ中心科学 Data centric science

◦市民科学 Citizen science
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オープンサイエンスの構成要素
（武田, 2018）

◦オープンアクセス

◦オープンデータ

◦データ中心科学 Data centric science

◦研究手法そのもののオープン化

◦研究者は大量データが集約されたデータベースにアクセスして
研究を進め，それらの統合的成果が科学的発見に結びつく

◦市民科学 Citizen science

◦科学研究の場そのもののオープン化

◦一般市民がデータ収集や分析に参加（日心シチズン・サイエン
スプロジェクト）

※いずれも重要ですが，今回のシンポ主旨とは外れるので割愛
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オープンサイエンスの構成要素
（武田, 2018）

◦オープンアクセス
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オープンアクセス

◦心理学研究やJapanese Psychological Research（など日
本の学会誌の多く）はJ-STAGE/Wileyでオープンアクセ
スになっている

◦国際誌も某E社問題などもありつつ流れはその方向

◦…というのはいいとして，ここでは，

◦オープンアクセスのイニシアティブを握るのは学会誌というわ
けじゃないですよ？

◦そもそも公刊されるまで待ってられます？

という話
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プレプリント

◦学術雑誌に論文として掲載されることを目的に書かれた
原稿を，完成段階でインターネット上のサーバ（プレプリ
ントサーバ）にアップした論文

◦掲載決定済のもの，掲載決定前（審査中）のもの，未投
稿のものなど様々

OSF Preprints10
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Center for Open Science(COS)

◦オープンサイエンスを推進する非営利組織

◦創立者の一人が心理学者Brian Nosek

◦OSF Preprints(https://osf.io/preprints/)を運営

◦OSF(Open Science Foundation)にはプレプリントサーバ以

外にもオープンサイエンスを支援する多様なシステム
が実装されている
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PsyArXiVによるプレプリント公開

自動的にDOI付与

https://psyarxiv.com/kt2eb/ 12
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オープンデータとの連携もできる
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学術系SNSでも（ある程度）できる

◦例えば，ResearchGateやResearchmap

◦機関リポジトリを利用する手もある

◦個人Webサイトで公開する，SNSにDropBoxリンクを投稿する，
といった地道な手段も可能だが，集約サービスより発見可能
性は下がる
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ResearchGate

◦登録名で既刊論文を勝手に名寄せ
してくれる

◦多様なカテゴリのデータを公開/リク
エスト受付可能

◦DOI生成可能
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Researchmap

◦学振や科研費の申請を考えれば整備は必須

◦ただし現行バージョンのオープンサイエンス対応は国際
サービスと比べると貧弱（2020/2公開のV2に期待？）
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プレプリントサーバ活用法

◦掲載決定済論文の著者最終稿の公開（前掲例）

◦ワーキングペーパの公開
◦ DOIを付与できるので「リンク切れ」のリスクが小さい

◦ J-STAGE「電子付録」は刊行論文に付属するので，それ単体で
はDOIは付与できない

◦田渕・三浦(2019)の例（心研掲載論文で引用）

心研掲載論文 ワーキングペーパ
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プレプリントサーバ活用法

◦掲載決定前の原稿の公開

◦過渡期．社会科学でも，ほぼ常識な分野もある一方で，現状ではや
やリスキーかもしれない
◦ Ref: https://en.wikipedia.org/wiki/List_of_academic_journals_by_preprint_policy

◦ 「未発表」 「匿名審査」に抵触するという考えもある

◦投稿予定誌の規定を事前によく調べることが重要

◦ JPR

◦ Wileyのポリシーに従えば
問題ない

◦心研
◦ 「執筆・投稿の手びき」には言及がない

18

https://en.wikipedia.org/wiki/List_of_academic_journals_by_preprint_policy
https://authorservices.wiley.com/author-resources/Journal-Authors/open-access/preprints-policy.html
https://psych.or.jp/manual/


掲載決定前の原稿の公開

◦こんな蹴られ方をした事例もあるらしい

https://twitter.com/alisonkgerber/status/1164402584771338240
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オープンデータ

◦ここで言う「データ」は，研究に関するあらゆる資料
◦研究材料

◦ 実験に使った刺激画像，調査票に含めた項目など

◦詳細な手続き

◦ 実験の教示文や観察した行動の分類カテゴリーとその具体例など

◦分析方法

◦ 変数の作成方法や分析プログラムのソースコードなど

◦狭義の「データ」

◦つまり，第三者が研究に関する（論文掲載以外の）情報を詳
しく知ることができ，研究の信頼性や妥当性を検証できる環
境を整えるのが「オープンデータ」
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Open scientific practices

◦ Open Data badge

◦ 論文が報告している結果の再生に必要なデジタルデータが利用可能な形で
公開されている

◦ Open Materials badge

◦ 論文が報告している手続きと分析の再生に必要な情報が利用可能な形で
公開されている

◦ Preregistered badge

◦ 事前登録が行われている
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Open scientific practices

◦ Open Data badge

◦ 論文が報告している結果の再生に必要なデジタルデータが利用可能な形で
公開されている

◦ Open Materials badge

◦ 論文が報告している手続きと分析の再生に必要な情報が利用可能な形で
公開されている

◦ Preregistered badge

◦ 事前登録が行われている

オープンアクセス↓

前述「オープンデータ」はこれらの総称
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Open scientific practices

◦ Open Data badge

◦ 論文が報告している結果の再生に必要なデジタルデータが利用可能な形で
公開されている

◦ Open Materials badge

◦ 論文が報告している手続きと分析の再生に必要な情報が利用可能な形で
公開されている

◦ Preregistered badge

◦ 事前登録が行われている

オープンアクセス↓

今日は後でちょっと触れるだけにします
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オープンデータの機運を高めた
2つの要因

◦再現性問題

◦主要誌掲載の心理学実験
の再現率は36%

◦統計革命

◦統計的仮説検定から（ベイ
ズ）統計モデリングへ

Open Science Collaboration. (2015). Estimating the reproducibility of 

psychological science. Science, 349(6251), aac4716.

Fidler, F. (2019.3.7) Making science reproducible: Will this time 

be different? (Why now, and not then?)
24

https://www.doi.org/10.1126/science.aac4716
https://osf.io/teba2/


ReplicabilityとReproducibility

◦ Replicability 再現可能性
◦研究を繰り返した時に一貫した結果が得られる程度

◦ Reproducibility 再生可能性

◦研究方法とデータに関する十分な情報が提供され，同じ手順を
反復できるようになっている程度

◦オープンデータは研究のreproducibilityを確保する手段
であり，その実践が結果のreplicabilityの向上に貢献す
ることが期待される
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オープンデータの実践例

https://osf.io/dqxfz/
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J-STAGE「電子付録」

◦心研「折り紙付き」のオープンデータならばこれ
◦現状PDFとテキストファイルのみ対応

◦電子付録も論文と一緒に投稿する
◦ただし「査読の対象」にはならない

https://psych.or.jp/publication/Supplementary_Information
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オープンデータによって
reproducibilityが確保されると…

◦Nature「神論文」案件

Whitehouse et al. (2019) 28
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オープンデータによって
reproducibilityが確保されると…

◦Nature「神論文」案件

高橋康介氏（中京大学）による
解析の再生
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オープンデータによって
reproducibilityが確保されると…

◦Nature「神論文」案件

分析コード

再分析論文
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オープンデータによって
reproducibilityが確保されると…

◦Nature「神論文」案件
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ちなみに

◦高橋さんはreproducibilityの高い

研究実践に関して非常に豊かな
経験と見識をお持ちです

◦ RStudio/R Markdown（あるいは
GitHubなど）を活用してばりばり

やりたい方は手始めにこの書籍
をお勧めします

◦Webコンテンツなら前田和寛さ
んのR Markdown入門など
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オープンデータ実践の際の留意点

◦特にローデータのオープン化については，倫理審査/参
加同意の時点で明記しておく必要がある
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オープンデータ実践の際の留意点

◦掲載決定後に「さあやろう」では遅い（不可能ではないが，め
んどくさい）

◦遅くとも投稿時に「できるようにしておく」あるいは「する」
◦心研で「電子付録」にするなら必須

◦よりお勧めなのは「研究着手」時に「できるようにしておく」あ
るいは「する」こと
◦ Preregistration 事前登録

◦ 研究着手前に，その内容（サンプルサイズや分析方法
なども含む）を決めて第三者機関に登録しておく

◦ 行き当たりばったりに研究しないという制約を自らに課す

◦ 参照：山田祐樹「自由を棄てて透明な心理学を掴む」（心理学ワールド83号）
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PreregistrationもOSFが活用できる

https://osf.io/xrgdz 35

https://osf.io/xrgdz
https://osf.io/xrgdz
https://osf.io/xrgdz


「論文投稿への道」とオープンデータ

◦論文が受理されたから公開，ではなく，

◦論文が受理されたら公開するつもりで準備，でもなく，

◦研究に着手する前に登録しておく，ことにより，

心理学の持続的発展に積極的に貢献できる
人間が犯しがちな過ちを自己抑制できる

…可能性を高める
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